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２
面
…
●
時
論
「
罰
則
で
は
な
く
行
動

変
容
に
よ
る
感
染
対
策
を
」

　
　
　

●
解
説
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る

施
設
基
準
管
理
へ
の
影
響

調
査
（
結
果
概
要
）」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

　

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら

ず
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口

負
担
２
割
へ
の
引
き
上
げ
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
す
で
に

日
本
の
窓
口
負
担
は
世
界
的

に
見
て
高
率
だ
。
後
期
高
齢

者
の
医
療
費
を
支
援
す
る
現

役
世
代
の
支
援
金
軽
減
策
だ

が
、25
年
時
点
で
８
・２
兆
円

と
見
込
ま
れ
る
現
役
世
代
の

支
援
金
は
わ
ず
か
１
１
０
０

億
円
程
度
抑
え
ら
れ
る
に
過

ぎ
な
い
。
受
診
抑
制
に
よ
る

病
状
悪
化
で
か
え
っ
て
医
療

費
の
高
騰
を
招
く
恐
れ
も
あ

る
▼
高
齢
世
代
の
負
担
を
増

や
し
現
役
世
代
の
負
担
を
減

ら
す
手
法
は
単
な
る
コ
ス
ト

シ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
過
ぎ
ず
、他

の
財
源
が
必
要
だ
。
過
去
最

高
の
内
部
留
保
を
有
す
る
大

企
業
は
社
会
的
責
任
上
、
応

分
の
負
担
を
す
べ
き
で
あ
る
。�

ま
た
大
型
公
共
事
業
や
防
衛

費
の
削
減
で
10
兆
円
の
財
源

が
生
ま
れ
る
と
い
う
▼
菅
総

理
は
自
助
を
強
調
す
る
が
、

自
助
と
は
政
治
の
放
棄
に
等

し
く
、
国
民
に
寄
り
添
っ
た

政
治
力
こ
そ
が
必
要
だ
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
自
宅
療
養
（
自

助
）
で
は
多
数
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
い
る
▼
応
能
負
担

は
本
来
、
共
助
で
あ
る
保
険

料
と
、
公
助
で
あ
る
税
金
に

よ
る
の
が
社
会
保
障
の
原
則

だ
。
税
制
や
予
算
配
分
を
見

直
し
75
歳
以
上
２
割
負
担
化

の
撤
回
と
医
療
費
の
国
庫
負

担
割
合
（
公
助
）
の
引
き
上

げ
を
求
め
た
い
。�

（
隆
）

医
療
に
も
罰
則
を
適
用
か

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
と
感
染
症
法
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
と
感
染
症
法
改
正

　
こ
の
た
び
の
感
染
症
法
改
正
に
お
い
て
、
医
療
機
関
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
勧
告
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
改
正
法
で
は
、
勧
告
を
拒
否
し
た
場
合
「
医
療
機
関
名
の
公
表
」
を
行
う
と
さ
れ
て
い

る
。
政
府
は
、
率
先
し
て
医
療
へ
の
十
分
な
支
援
と
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
対
応
の
病
床
確
保
な
ど
の
具
体
的

方
針
を
指
し
示
し
、
医
療
崩
壊
・
破
綻
の
進
行
阻
止
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

政
府
は
今
年
１
月
22
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

を
強
化
す
る
た
め
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
特
別
措
置

法
と
感
染
症
法
、
検
疫
法
の

改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

改
正
さ
れ
た
感
染
症
法
で

は
、
厚
生
労
働
大
臣
や
都
道

府
県
知
事
が
感
染
拡
大
防
止

に
必
要
な
措
置
と
新
型
コ
ロ

ナ
患
者
の
病
床
確
保
に
向
け
、

医
師
に
「
協
力
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
」と
規
定
し
た
。

さ
ら
に
政
府
は
、
こ
の
「
要

請
」
を
「
勧
告
」
に
強
め
た

上
、正
当
な
理
由
な
し
に「
勧

告
」
を
拒
否
し
た
場
合
は
医

療
機
関
名
を
公
表
す
る
と
し

た
。

　

つ
い
こ
の
間
ま
で
、
医
療

従
事
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

に
「
敬
意
と
感
謝
」
を
口
々

に
し
て
い
た
。
そ
れ
が
感
染

患
者
の
増
加
と
共
に
お
願
い

の「
要
請
」か
ら
強
い「
勧
告
」

へ
。
そ
し
て
「
勧
告
」
を
拒

否
し
た
医
療
機
関
名
の
公
表

は
、
ま
さ
に
脅
し
ま
が
い
の

罰
則
で
あ
り
、
使
命
感
か
ら

必
死
で
戦
っ
て
い
る
我
々
医

療
者
に
と
っ
て
、
今
回
の
感

染
症
法
改
正
は
容
認
で
き
な

い
。
あ
の
日
の
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が

増
加
し
続
け
、
昨
年
11
月
23

日
に
全
国
の
都
道
府
県
知
事

が
連
携
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ

『
第
３
波
』
警
戒
宣
言
！
」
を

発
令
し
た
も
の
の
感
染
者
数

の
増
加
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
な
い
。
一
方
で
医
療
崩

壊
は
迫
っ
て
お
り
、
医
療
の

逼
迫
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
諸
国
に

比
べ
て
少
な
い
医
師
数
の
抑

制
、急
性
期
病
床
数
の
削
減
、

保
健
所
の
削
減
な
ど
、
歴
代

政
権
の
医
療
費
抑
制
政
策
が

拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
頃
か
ら
す
で
に
日
本

医
師
会
を
は
じ
め
医
療
団
体

は
、
感
染
拡
大
防
止
策
を
一

刻
も
早
く
構
築
し
実
践
し
て

欲
し
い
旨
、
政
府
に
再
三
再

四
訴
え
続
け
て
き
た
。
そ
れ

を
横
目
に
12
月
に
入
り
ま
す

ま
す
感
染
拡
大
す
る
な
か
、

医
療
提
供
体
制
の
抜
本
的
対

策
や
積
極
的
な
財
政
支
援
を

す
る
こ
と
も
な
く
、
経
済
を

優
先
す
る
余
り
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
」
や
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

イ
ー
ト
」
を
強
硬
に
推
し
進

め
る
な
ど
、
ま
さ
に
菅
政
権

の
失
政
に
他
な
ら
な
い
。
１

月
18
日
か
ら
の
通
常
国
会
で

議
論
さ
れ
た「
補
正
予
算
」に

は
、
一
般
会
計
の
追
加
歳
出

が
21
・８
兆
円
に
対
し
、感
染

拡
大
防
止
策
は
４
・
４
兆
円

し
か
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対

応
を
行
う
医
療
機
関
に
対
す

る
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
の

拡
充
が
盛
り
こ
ま
れ
た
も
の

の
、
医
療
機
関
の
減
収
補
填

は
な
い
。
し
か
も
、「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
６
月

末
ま
で
実
施
す
る
と
し
て
１

兆
８
２
６
億
円
を
計
上
し
た
。

　

都
道
府
県
が
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
用
に
確
保
し
た
病
床
数

は
計
２
万
７
６
５
０
床
（
１

月
６
日
現
在
）
で
、
手
術
や

救
急
に
対
す
る
急
性
期
病
床

の
４
％
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら

に
登
録
さ
れ
て
い
る
急
性
期

病
院
の
う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
割
合

は
、
公
立
病
院
69
％
、
公
的

病
院
79
％
に
対
し
、
民
間
病

医医  

療療  

逼逼  

迫　
　
　

迫　
　
　

菅
政
権
の
失
策　
　

菅
政
権
の
失
策　
　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は　
　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は　
　

民
間
病
院　
　
　
　

民
間
病
院　
　
　
　

　

１
月
16
日
、
講
師
に
㈱
吉

岡
経
営
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
部
の
丸
尾
重
憲

氏
を
講
師
に
迎
え
、
今
回
で

２
回
目
と
な
る
医
療
法
人
セ

ミ
ナ
ー
「
持
分
あ
り
医
療
法

人
の
リ
ス
ク
と
事
業
承
継
対

策
～
持
分
あ
り
医
療
法
人
の

対
応
策
」を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
、

全
道
か
ら
33
医
療
機
関
38
人

が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
厚
生
労

働
省
が
持
ち
分
あ
り
医
療
法

人
の
持
ち
分
な
し
医
療
法
人

へ
の
円
滑
な
移
行
支
援
を
目

的
に
創
設
し
た
認
定
医
療
法

人
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
、

同
制
度
利
用
を
検
討
す
べ
き

医
療
法
人
と
し
て
①
多
額
の

内
部
留
保
が
あ
り
、
出
資
金

の
時
価
総
額
が
数
億
円
、
数

十
億
円
と
な
っ
て
い
る
②
後

継
者
が
決
ま
っ
て
い
る
③
出

資
割
合
の
高
い
理
事
長
が
高

齢
④
出
資
者
に
第
三
者
が
い

る
が
、
経
営
に
参
画
し
て
い

な
い
親
族
が
い
る
―
な
ど
を

挙
げ
解
説
し
た
。
ま
た
、
医

療
法
人
の
円
滑
な
承
継
の
た

め
に
は
「
後
継
者
を
明
確
に

し
病
医
院
の
経
営
に
必
要
な

財
産
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
持
分
あ
り
医
療
法

人
に
お
い
て
は
、
制
度
上
の

違
い
を
十
分
認
識
し
た
上
で
、

事
業
承
継
に
向
け
税
理
士
や

専
門
家
へ
早
め
に
相
談
し
、

対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が

重
要
」
と
述
べ
、
今
セ
ミ
ナ

ー
を
終
了
し
た
。

院
は
18
％
に
留
ま
っ
て
い
る

と
厚
生
労
働
省
は
統
計
を
示

し
た
。
つ
ま
り
罰
則
を
盛
り

込
ん
だ
感
染
症
法
改
正
は
明

ら
か
に
民
間
病
院
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

民
間
病
院
は
中
小
規
模
が

多
く
、
救
急
医
療
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
病
院
も
多
い
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
地
域
病
院

の
役
割
分
担
を
理
解
し
て
コ

ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
を
考

え
な
い
と
救
急
の
制
限
な
ど

コ
ロ
ナ
以
上
の
ダ
メ
ー
ジ
に

な
り
か
ね
な
い
。
医
療
機
関

に
対
策
を
押
し
付
け
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
政
府
や
都
道

府
県
知
事
自
ら
が
積
極
的
に

指
揮
を
と
り
、
医
療
者
側
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
病
院
の
特

色
を
考
慮
し
た
上
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
の
重
症
度
な
ど

に
よ
る
病
院
の
割
り
振
り
・

層
別
化
な
ど
を
し
、
さ
ら
な

る
支
援
を
望
む
。

正
し
い
対
策
を　
　

正
し
い
対
策
を　
　

円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め
に

医
療
法
人
セ
ミ
ナ
ー

　

開
会
の
挨
拶
で
住
江
保
団

連
会
長
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
医
療
機
関
の
経
営

や
国
民
生
活
が
悪
化
す
る
中
、

「
安
倍
政
権
を
継
承
し
た
菅

内
閣
は
、
国
会
も
開
か
ず
社

会
保
障
改
悪
の
議
論
を
先
行

さ
せ
た
」
と
厳
し
く
批
判
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り

「
今
こ
そ
真
っ
当
な
政
治
へ

の
転
換
が
必
要
」と
訴
え
た
。

　

会
務
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
中
、
感
染
防
止

用
具
の
不
足
解
消
、
自
治
体

独
自
の
助
成
金
の
創
設
な
ど

保
団
連
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
だ
活
動
の
成
果
を
報
告
。

ま
た
、
今
国
会
に
提
出
さ
れ

る
「
75
歳
以
上
の
２
割
負
担

化
」の
阻
止
、次
期
診
療
報
酬

改
定
の
引
き
上
げ
な
ど
、
今

後
の
活
動
方
針
も
示
し
た
。

　

討
論
で
は
全
国
の
保
険
医

協
会
・
医
会
か
ら
１
５
７
題

の
発
言
が
あ
り
、
特
に
コ
ロ

ナ
関
連
に
発
言
が
集
中
し

た
。
本
会
か
ら
も
３
題
の
発

言
を
行
い
、
野
川
代
議
員
は

「
小
児
外
来
の
加
算
に
お
け

る
、
医
科
と
歯
科
の
格
差
是

正
へ
の
対
応
」
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
執
行
部
か
ら

は
「
医
科
と
歯
科
で
感
染
予

防
の
面
か
ら
違
い
は
な
く
格

差
は
不
合
理
」
と
し
、
国
へ

の
要
請
を
一
層
強
め
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
。そ
の
他
に「
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の
行
政
の

対
策
整
備
」「
感
染
拡
大
防
止

等
支
援
事
業
の
継
続
・
拡
大
」

な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
強
化
に

向
け
た
意
見
を
提
出
し
た
。

　

最
後
に
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

国
民
の
命
・
健
康
を
守
る
決

議
」
が
提
案
さ
れ
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

保団連20～21年度第1回代議員会

「コロナ禍から国民の命・健康を守る決議」「コロナ禍から国民の命・健康を守る決議」
を採択を採択

　
保
団
連
の
20
～
21
年
度
第
１
回
代
議
員
会
が
１
月

31
日
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
初
の
リ
モ
ー

ト
開
催
と
な
っ
た
。
全
国
か
ら
１
１
５
人
の
代
議
員

が
参
加
、
本
会
か
ら
は
加
藤
会
長
、
立
花
、
野
川
両

副
会
長
の
３
名
が
代
議
員
と
し
て
参
加
し
、
執
行
部

に
３
題
の
発
言
を
行
っ
た
。

会議システムで全国を結び115人の代議員が参加

住江保団連会長



第946号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2021年（令和3年）2月20日 北 海 道 保 険 医 新 聞 （2）

　

感
染
症
法
及
び
特
措
法

改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
政
府
は
感
染
制
御
よ

り
も
経
済
活
動
を
優
先
す

る
政
策
を
繰
り
返
し
、
爆

発
的
感
染
を
招
き
医
療
崩

壊
を
引
き
起
こ
し
た
。
本

改
正
案
は
保
護
す
べ
き
感

染
者
や
医
療
機
関
等
に
罰

則
の
威
嚇
を
以
っ
て
そ
の

権
利
を
制
約
す
る
だ
け
で

な
く
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
も
十
分
な
補
償
も
示
さ

な
い
強
権
的
な
法
改
正
で

あ
る
。ま
た
、急
性
期
病
床

逼
迫
の
原
因
と
さ
れ
る
回

復
期
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入

れ
を
拒
む
病
院
名
を
公
表

す
る
だ
け
で
な
く
、
民
間

病
院
と
公
的
病
院
の
コ
ロ

ナ
患
者
受
け
入
れ
割
合
を

比
較
し
、
受
け
入
れ
が
少

な
い
民
間
病
院
を
批
判
し

た
。
中
小
の
民
間
病
院
は

主
と
し
て
慢
性
期
医
療
を

担
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

患
者
受
入
病
院
か
ら
の
通

常
患
者
の
受
け
入
れ
は
検

討
に
値
す
る
。
民
間
の
大

病
院
も
同
等
に
コ
ロ
ナ
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
は
、
医
療
提
供

体
制
と
国
民
生
活
に
深
刻

な
打
撃
を
与
え
た
。
病
床

逼
迫
、
大
規
模
な
院
内
感

染
や
介
護
施
設
内
感
染
を

生
じ
、
救
急
・
通
常
診
療

は
共
に
危
機
的
状
態
だ
。

経
営
の
悪
化
は
深
刻
で
あ

り
、
多
数
の
職
員
離
職
に

よ
り
医
療
経
営
は
困
窮
し

た
。
莫
大
な
犠
牲
者
を
出

し
、
医
療
提
供
体
制
の
縮

小
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
。

　

感
染
者
数
が
増
加
す
る

と
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

し
、
減
少
す
る
と
社
会
経

済
活
動
喚
起
策
を
不
用
意

に
押
し
進
め
感
染
者
数
を

増
加
さ
せ
る
事
態
を
繰
り

返
し
た
。
感
染
拡
大
の
た

び
に
流
行
規
模
は
大
き
く

な
っ
た
。
国
民
の
気
の
緩

み
か
生
活
の
為
か
社
会
活

動
は
続
い
た
。
そ
の
結
果

医
療
は
更
に
逼
迫
・
崩
壊

し
、
多
く
の
死
者
、
後
遺

症
や
偏
見
に
苦
し
ん
だ
。

全
国
一
斉
休
校
に
よ
り
子

ど
も
た
ち
は
心
身
に
大
き

な
傷
跡
を
残
し
た
。

　

菅
政
権
は
、
国
難
の
中

で
さ
え
自
助
を
強
調
し
、

強
権
的
な
圧
力
に
よ
る
感

染
制
御
を
試
み
た
。
国
民

の
声
に
耳
を
傾
け
ず
、
救

済
は
不
十
分
だ
。
消
費
税

率
は
据
置
き
、
生
活
に
苦

し
む
後
期
高
齢
者
の
窓
口

２
割
負
担
や
受
診
時
定
額

負
担
な
ど
、
患
者
負
担
増

を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
方

針
だ
。
政
府
は
罰
則
に
訴

え
る
事
な
く
、
国
民
の
苦

し
み
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

理
解
と
協
力
を
得
る
べ
き

だ
。
罰
則
で
は
な
く
感
染

予
防
を
も
た
ら
す
行
動
変

容
を
促
す
事
で
医
療
と
国

民
の
命
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
重
要
だ
。

罰
則
で
は
な
く
行
動
変
容

　
　
に
よ
る
感
染
対
策
を

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

46 75
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25 62

全　　体

受入あり

受入なし

（121病院）

（21病院）

（87病院）

あり なし

0% 20% 40% 60% 80%

受入なし

（25病院）

受入あり

（13病院）

全 体

（46病院)

人員配置基準 月平均夜勤時間数

該当患者割合 該当患者数、実施件数

重症度、医療・看護必要度 平均在院日数

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る 

施
設
基
準
管
理
へ
の
影
響
調
査（
結
果
概
要
）

解　説
　

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
、
す

ぐ
に
入
院
医
療
機
関
は
届
け

出
て
い
る
施
設
基
準
の
維
持

が
困
難
に
な
っ
た
。
こ
の
状

況
に
対
し
厚
労
省
は
２
０
２

０
年
２
月
14
日
付
で
施
設
基

準
の
臨
時
的
な
取
り
扱
い

（
コ
ロ
ナ
特
例
）
を
実
施
し

た
。
一
定
の
条
件
の
病
院
に

対
し
①
定
数
超
過
入
院
に
対

す
る
減
額
措
置
を
適
用
し
な

い
②
月
平
均
の
夜
勤
時
間
数

に
つ
い
て
１
割
以
上
の
変
動

が
あ
っ
た
場
合
に
も
変
更
の

届
け
出
は
必
要
な
い
③
看
護

師
数
な
ど
の
１
割
以
上
の
変

動
が
あ
っ
て
も
変
更
の
届
け

出
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
④

Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
の
参
加
基
準
を

満
た
さ
な
く
て
も
変
更
の
届

け
出
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い

⑤
平
均
在
院
日
数
、重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度
、在
宅
復

帰
率
、
医
療
区
分
２
又
は
３

の
要
件
に
つ
い
て
満
た
さ
な

く
な
っ
た
場
合
も
変
更
の
届

け
出
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い

―
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
取
り

扱
い
は
そ
の
後
も
追
加
さ
れ
、

今
は
か
な
り
複
雑
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、こ
の

取
り
扱
い
に
よ
り
入
院
医
療

機
関
は
よ
う
や
く
経
営
を
維

持
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
特
例
に
隠
れ
て
い

る
が
、
特
例
の
終
了
に
備
え

て
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
の
医

療
機
関
が
届
け
出
て
い
る
施

設
基
準
を
維
持
で
き
て
い
る

の
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　

本
調
査
は
、道
内
の
公
立
・

公
的
病
院
を
含
む
３
９
３
病

院
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
回
答
を
回
収
。�

調
査
期
間
は
、
２
０
２
０
年

12
月
27
日
～
本
年
１
月
25

日
。
期
日
ま
で
に
３
９
３
病

院
中
１
２
１
病
院
（
回
収
率

31
％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

■�

回
答
病
院
の
病
床
種
別

（
複
数
回
答
）

　

回
答
を
寄
せ
た
病
院
は
、

一
般
病
床
を
保
有
す
る
病
院

が
最
も
多
く
86
病
院
。
次
い

は
じ
め
に

は
じ
め
に

調
査
方
法

調
査
方
法

調
査
結
果

調
査
結
果

で
療
養
病
床
の
47
病
院
、
精

神
病
床
の
31
病
院
の
順
で
あ

っ
た
。
感
染
病
床
の
保
有
は

８
病
院
で
、
結
核
病
床
の
保

有
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
そ

の
他
は
、
回
復
期
、
障
害
者
、

介
護
医
療
院
で
あ
っ
た
。

■
回
答
病
院
の
許
可
病
床
数

　

病
院
が
保
有
す
る
病
床
数

は
、
99
床
以
下
の
小
規
模
病

院
が
最
も
多
く
57
病
院
（
47

％
）で
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
、次

い
で
１
０
０
～
１
９
９
床
の
中

規
模
病
院
が
40
病
院（
33
％
）、

２
０
０
～
３
９
９
床
が
16
病

院（
13
％
）、
４
０
０
床
以
上

が
８
病
院（
７
％
）で
あ
っ
た
。

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
入
院
患
者
受
け
入

れ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
入
院
受
け
入
れ

状
況
は
、
受
け
入
れ
て
い
る

（
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
）
病
院
は
21
病
院
（
17
％
）

で
あ
っ
た
。
一
方
受
け
入
れ

て
い
な
い
（
受
け
入
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
）
病
院
が
87

病
院
（
72
％
）
で
、
そ
の
他

既
存
の
入
院
患
者
に
陽
性
者

が
発
生
し
た
の
が
11
病
院

（
９
％
）
で
あ
っ
た
。

■�

「
診
療・検
査
医
療
機
関
」

の
指
定
は

　
「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
受
け

て
い
る
病
院
は
50
病
院
（
41

％
）。一
方
受
け
て
い
な
い
と

回
答
の
病
院
が
69
病
院
（
57

％
）
で
、
そ
の
他
は
、
検
討

中
１
病
院
、
無
回
答
が
１
病

院
で
あ
っ
た
。

■
施
設
基
準
管
理
に
つ
い
て

　

 

図
１ 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
要
件
を
満

た
さ
な
く
な
っ
た
（
ま
た
は

な
る
恐
れ
が
あ
る
）
施
設
基

準
が
あ
る
と
回
答
し
た
病
院

は
全
１
２
１
病
院
中
46
病
院

（
38
％
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
の
入
院
を

受
け
入
れ
た
21
病
院
で
は
13

病
院（
62
％
）。
受
け
入
れ
は

な
い
（
疑
い
患
者
の
み
を
含

む
）
と
回
答
し
た
87
病
院
で

は
25
病
院
（
29
％
）
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
と
し

て
は
11
病
院
で
既
存
の
入
院

患
者
に
陽
性
者
が
発
生
、
う

ち
６
病
院
が
施
設
基
準
に
影

響
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
２

病
院
で
、
前
入
院
先
に
陽
性

者
が
発
生
し
た
患
者
が
濃
厚

接
触
者
と
し
て
行
政
検
査
の

対
象
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
入
院
を
受
け
入

れ
た
病
院
の
方
が
、
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
（
ま
た

は
な
る
恐
れ
が
あ
る
）
施
設

基
準
が
あ
る
と
回
答
し
た
割

合
が
６
割
強
と
高
く
、
受
け

入
れ
て
い
な
い
病
院
も
約
３

割
程
度
で
影
響
を
受
け
て
い

た
。

■�

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
施
設
基
準
の
具
体
的
な

内
容   

図
２  （
46
病
院
・

複
数
回
答
）

　

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
施
設
基
準
の
具
体
的
な
内

容
は
「
人
員
配
置
基
準
」
に

関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
35

病
院
（
76
％
）、
次
い
で
「
月

平
均
夜
勤
時
間
数
」
に
関
す

る
も
の
で
29
病
院
（
63
％
）。

「
該
当
患
者
割
合
」が
13
病
院

（
28
％
）
で
「
平
均
在
院
日

数
」「
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
」「
該
当
患
者
数
、
実

施
件
数
」
が
そ
れ
ぞ
れ
11
病

院
（
24
％
）
と
続
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
入
院
を
受
け
入

れ
た
13
病
院
で
見
て
み
る
と

「
月
平
均
夜
勤
時
間
数
」が
最

も
多
く
10
病
院（
77
％
）、「
人

員
配
置
基
準
」が
９
病
院（
69

％
）、「
該
当
患
者
数
、
実
施

件
数
」７
病
院（
54
％
）、「
該

当
患
者
割
合
」
７
病
院
（
54

％
）「
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
」
５
病
院
（
38
％
）、

「
平
均
在
院
日
数
」
２
病
院

（
15
％
）
で
あ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
入
院
を
受
け
入

れ
た
こ
と
の
な
い
25
病
院
で

見
て
み
る
と
、「
人
員
配
置
基

準
」が
最
も
多
く
19
病
院（
76

％
）、
次
い
で「
月
平
均
夜
勤

時
間
数
」
15
病
院
（
60
％
）、

「
平
均
在
院
日
数
」
７
病
院

（
28
％
）、「
重
症
度
、
医
療
・

看
護
必
要
度
」
５
病
院
（
20

％
）、「
該
当
患
者
割
合
」
５

病
院
（
20
％
）、「
該
当
患
者

数
、
実
施
件
数
」４
病
院（
16

％
）
で
あ
っ
た
。

　

看
護
職
等
の
日
常
業
務
の

増
加
で
退
職
者
が
増
加
し
人

員
減
少
に
よ
る
人
員
配
置
基

準
や
月
平
均
夜
勤
時
間
数
を

満
た
せ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
や

新
規
入
院
患
者
数
の
減
少
と

と
も
に
、
後
方
施
設
等
へ
の

退
院
調
整
が
滞
る
こ
と
で
、

平
均
在
院
日
数
の
延
長
や
、

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要

度
の
該
当
患
者
減
少
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る

と
、施
設
基
準
に
つ
い
て
は
、

特
例
措
置
の
柔
軟
な
対
応
を

求
め
る
意
見
が
最
も
多
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
収
束
の
際
も
特
例
措
置
を

直
ち
に
解
除
す
る
こ
と
な
く
、

経
過
措
置
等
に
よ
る
段
階
的

な
解
除
を
望
む
声
も
あ
っ
た
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
支
援
は
不
十
分
と
の
意

見
が
多
く
、
患
者
を
受
け
入

れ
れ
ば
受
け
入
れ
る
ほ
ど
赤

字
が
増
え
る
状
況
は
疑
問
と

の
意
見
の
ほ
か
、
こ
の
ま
ま

で
は
医
療
崩
壊
の
前
に
病
院

経
営
が
危
機
的
状
況
に
な
る

と
の
悲
痛
な
声
も
あ
っ
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た

　
寄
せ
ら
れ
た  

意
見
か
ら

意
見
か
ら

　

診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
、

経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

引
き
上
げ
が
必
要
と
の
意
見

が
最
も
多
く
、
中
に
は
、
国

は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
を
も
っ
と
深
く

考
え
、
医
療
費
抑
制
の
た
め

の
改
定
で
は
な
く
医
療
機
関

が
医
療
提
供
を
継
続
的
に
行

え
る
診
療
報
酬
の
改
定
を
望

む
意
見
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
感
染
予
防

具
等
の
価
格
高
騰
の
是
正
や

看
護
職
員
の
メ
ン
タ
ル
不
全

対
策
の
必
要
性
を
訴
え
る
意

見
や
、
国
や
自
治
体
に
よ
る

減
収
補
填
対
策
を
求
め
る
声

の
ほ
か
「
１
月
２
日
当
番
病

院
の
外
来
は
39
名
、
３
年
前

な
ら
１
０
０
名
以
上
が
来
院

し
た
」
と
依
然
と
し
て
患
者

の
受
診
控
え
が
続
い
て
い
る

こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

本
調
査
か
ら
「
緊
急
事
態

宣
言
」
の
有
無
や
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
患
者
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ

ら
ず
、
多
く
の
病
院
が
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
外
来
や

入
退
院
等
患
者
の
動
き
も
含

め
平
常
時
と
は
明
ら
か
に
異

な
る
診
療
状
況
か
ら
、
通
常

の
施
設
基
準
の
維
持
に
は
限

界
が
あ
り
、
厳
密
な
基
準
の

適
用
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

厚
労
省
は
、
臨
時
的
な
取
扱

い
と
し
て
の
施
設
基
準
の
特

例
措
置
の
さ
ら
な
る
拡
大
や

継
続
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

まま  

とと  

めめ

 図１  �新型コロナ感染拡大で要件を満
たさなくなった施設基準の有無

 図２  要件を満たさなくなった施設基準の具体的な内容（複数回答）
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現
在
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ

一
色
で
す
が
、
今
回
は
コ
ロ

ナ
が
少
し
収
ま
っ
た
ら
、
も

う
一
度
小
児
科
医
と
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

“
子
宮
頸
癌
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
”
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。

　

子
宮
頸
癌
は
現
時
点
で
、

我
が
国
で
は
年
間
約
一
万
人

が
罹
患
し
、
約
２
８
０
０
人

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
患
者

数
、
死
亡
者
数
が
増
加
傾
向

で
す
が
、特
に
若
い
世
代（
30

～
50
代
）
に
お
け
る
増
加
が

深
刻
で
す
。

　

頸
癌
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
持
続
感
染

者
の
中
か
ら
数
年
～
数
十
年

か
け
て
発
生
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
中

で
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
、
18
型
が
ハ

イ
リ
ス
ク
群
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
性
的
接
触
の
始
ま
る
前

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
、
18
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
て
お
く
と
、
感
染

者
と
接
触
し
て
も
感
染
が
成

立
す
る
の
を
阻
止
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
早
期

に
（
２
０
０
６
～
08
年
）
導

入
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

欧
米
諸
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
群
と
比
較
し
て
頸
癌
の

前
癌
状
態
の
発
生
が
有
意
に

低
下
し
て
い
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
や
や
遅
れ
て
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
接
種

後
、 疼
痛
、 運
動
障
害
、 痙
攣

等
の
様
々
な
症
状
を
訴
え
る

患
者
が
続
出
し
、
マ
ス
コ
ミ

等
の
報
道
も
影
響
し
た
の
で

し
ょ
う
か
、
６
月
に
は
厚
労

省
は
積
極
的
勧
奨
を
取
り
消

し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
同
じ

状
態
が
続
い
て
お
り
、
現
時

点
で
の
接
種
率
は
０
・
６
％

と
さ
れ
て
い
ま
す（
ち
な
み
に

欧
州
各
国
の
接
種
率
は
80
～

90
％
、ア
メ
リ
カ
60
％
、韓
国

70
％
位
で
日
本
の
接
種
率
の

低
さ
は
際
立
っ
て
い
ま
す
）。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
現
在

（
20
年
）世
界
の
90
カ
国
で
予

防
接
種
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
ワ
ク

チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い
て
は

問
題
な
い
と
い
う
見
解
で
す
。

　

日
本
で
は
副
反
応
を
訴
え

る
患
者
さ
ん
が
あ
り
複
雑
で

す
が
、
厚
労
省
副
反
応
研
究

班
（
16
年
）
の
報
告
書
等
の

結
果
を
踏
ま
え
、
接
種
勧
奨

再
開
を
考
え
て
み
る
時
期
が

来
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
マ
ス

コ
ミ
の
皆
さ
ん
も
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
が
事
実
上
中
止
さ

れ
て
い
る
00
年
以
降
に
生
ま

れ
た
世
代
で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感

染
リ
ス
ク
が
以
前
と
同
程
度

に
戻
る
事
が
予
測
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
現
実

的
な
科
学
報
道
に
徹
し
て
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　　
「
患
者
さ
ん
を
自
分
の
家

族
の
よ
う
に
思
え
る
歯
医
者

に
な
れ
た
ら
」
と
人
に
は
答

え
て
歯
医
者
に
な
っ
た
。
自

分
の
家
族
そ
れ
ぞ
れ
と
同
年

代
の
人
に
は
、
家
族
だ
っ
た

ら
す
る
で
あ
ろ
う
治
療
を
念

頭
に
お
け
ば
、
指
針
に
ブ
レ

が
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
の
だ
。し
か
し
、

そ
れ
は
長
く
は
続
か
な
か
っ

た
。
大
体
、
親
は
息
子
の
こ

と
な
ど
半
分
も
信
用
し
て
お

ら
ず
、
子
供
は
他
人
に
は
言

え
な
い
辛
辣
な
こ
と
も
親
に

だ
っ
た
ら
言
え
る
も
の
だ
。

　

26
年
前
、
卒
後
す
ぐ
に
旧

産
炭
地
の
老
人
病
院
の
歯
科

に
勤
め
た
。
一
人
き
り
の
治

療
は
ま
る
で
武
者
修
行
の
よ

う
だ
っ
た
が
、
患
者
さ
ん
達

は
「
ま
た
新
し
い
若
い
歯
医

者
が
来
た
」と
心
得
て
お
り
、

お
お
ら
か
に
も
青
二
才
に
身

を
委
ね
て
く
れ
た
。
貴
重
な

４
年
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、

病
棟
か
ら
連
絡
が
あ
り
96
歳

寝
た
き
り
の
女
性
の
下
顎
第

一
大
臼
歯
を
抜
歯
し
た
。
脱

落
誤
嚥
し
か
ね
な
い
状
態
だ

っ
た
。
術
後
、
抜
い
た
歯
を

廃
棄
し
よ
う
と
し
た
ら
、
あ

る
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。

96
歳
の
６
歳
臼
歯
（
俗
に
第

一
大
臼
歯
を
６
歳
臼
歯
と
い

う
）。こ
の
歯
は
90
年
前
に
生

え
て
き
た
の
だ
と
。
ふ
と
連

想
が
巡
っ
た
。
姉
さ
ん
か
ぶ

り
に
ス
ネ
ま
で
の
着
物
。
お

ん
ぶ
紐
に
人
形
を
背
負
っ
て
、

小
枝
を
片
手
に
子
供
た
ち
と

遊
ぶ
少
女
。
日
露
戦
争
の
時

代
で
あ
る
。
見
た
こ
と
の
あ

る
写
真
や
映
像
を
、
全
く
勝

手
に
患
者
さ
ん
の
少
女
時
代

と
重
ね
て
思
い
浮
か
べ
た
の

だ
。
以
来
、
い
つ
も
で
は
な

い
が
、
年
配
の
患
者
さ
ん
の

抜
歯
を
す
る
と
き
に
は
、
そ

の
歯
が
生
え
て
き
た
頃
の
そ

の
方
を
想
像
し
て
し
ま
う
癖

が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
な
に

か
を
失
う
こ
と
へ
の
お
せ
っ

か
い
な
対
償
か
も
し
れ
な
い
。

　

生
ま
れ
た
町
で
開
業
し
て

19
年
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
で

さ
え
「
お
前
は
大
工
の
息
子

だ
」
と
故
郷
で
は
敬
わ
れ
な

か
っ
た
と
聞
く
。
ペ
ン
キ
屋

の
息
子
で
あ
る
自
分
は
、
そ

の
幼
少
期
を
知
る
人
た
ち
に
、

時
に
辛
辣
な
指
導
を
し
な
が

ら
、
時
に
歯
を
抜
く
。
こ
の

頃
は
、
歯
ど
こ
ろ
で
は
な
く

そ
の
持
ち
主
が
ど
ん
ど
ん
旅

立
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
の

人
た
ち
が
た
し
か
に
ま
と
っ

て
い
た
人
情
と
と
も
に
ポ
ッ

カ
リ
開
い
た
穴
に
、
有
象
無

象
の
情
報
が
雪
崩
れ
込
ん
で

く
る
こ
と
に
戸
惑
う
毎
日�

だ
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
子
宮
頸
癌

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
子
宮
頸
癌

札
幌
支
部　
松
尾
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

松 

尾 　
巧

一
抜
歯
考

一
抜
歯
考

黒
松
内
町　
ぶ
な
の
森
レ
イ
ン
ボ
ー
歯
科　

 

ク
リ
ニ
ッ
ク

茂
尾　
公
晴

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           

                                    

                                                                   

 

定期的な歯科受診も欠かさずに 

歯磨きは虫歯や歯周病の予防や重症化を防ぐために有効ですが、感染症に

かかりにくくするためにも有効です。お口を清潔にしておくことで、インフ

ルエンザにかかりにくくなることはデータでも示されています。 

お口を常に清潔に保つために、毎日のセルフケアに加えて、

歯科医療施設での専門的なケアを定期的に受けましょう。 

歯磨き中も密を避ける！ 
 

飛沫が飛ばないように！ 

 

歯磨き用具や洗面台は清潔に！ 

換気はしっかりと。 

十分な距離をとる、時間をずらして順

番に、歯磨き中は喋らないなど、工夫し

ましょう。 できるだけ口は閉じて、 

歯ブラシは小さく丁寧に動かしまし

ょう。 

歯を磨いた後は、洗面台などをきちんと清掃。 

歯ブラシは良く洗い、しっかり乾燥させましょう。 

うがいの水は少なめに、ブクブクうが

いをしましょう。 

水を吐き出すときはゆっくりと、でき

るだけ洗面台に近い高さから。 

感感染染症症予予防防  ににははママススククとと手手洗洗いい  

毎毎日日のの歯歯磨磨きき  がが大大事事でですす！！  
毎日の健康な暮らしを守るために、歯科医療施設で正しい歯の磨き方

を教えてもらい、感染防止に注意した歯磨き習慣を身に着けましょう！ 

〒060-0042  札幌市中央区大通西 6丁目 6北海道医師会館 3階 

TEL 011-231-6281／FAX 011-231-6283／E メール info@h-hokenikai.com 

ホームページ http://www.h-hokenikai.com/ 

お申し込み・お問い合わせは、本会事務局まで
011-231-6281　011-231-6283

※�画像は前年度版のもの
になっております。

　

先
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
ニ
ュ
ー

ス
の
中
で
「
歯
磨
き
が
原
因

の
可
能
性
」
と
す
る
報
道
が

さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
ネ

ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
全

国
の
患
者
さ
ん
が
情
報
に
接

し
て
お
り
、
歯
磨
き
に
対
す

る
不
安
か
ら
セ
ル
フ
ケ
ア
を

疎
か
に
し
て
、
口
腔
の
健
康

を
損
な
う
こ
と
も
危
惧
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
感
染
リ
ス

ク
上
昇
に
関
係
す
る
の
は
、

歯
磨
き
す
る
際
の
「
環
境
」

で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク
の
低
減

と
重
症
化
予
防
の
た
め
の

「
歯
磨
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」「
歯

科
受
診
」
を
う
な
が
す
チ
ラ

シ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
「
学
校
な
ど
集
団
で
の
感

染
に
注
意
し
た
歯
磨
き
方
法
」

「
自
宅
や
歯
科
医
院
で
の
口

腔
ケ
ア
の
効
果
」
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま

す
。
口
腔
ケ
ア
に
不
安
を
抱

え
る
患
者
さ
ん
に
、
医
科
歯

科
を
問
わ
ず
医
療
機
関
で
気

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
下

記
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
１
年
度
薬
価
改
定

に
伴
い
、
㈱
じ
ほ
う
社
か
ら

発
行
さ
れ
る
薬
価
基
準
関
連

の
書
籍
を
、
会
員
限
定
の
特

別
価
格
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

各
１
冊
目
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
０
円
分
を
本
会
が
負

担
す
る
格
安
価
格
に
て
提
供

い
た
し
ま
す
（
全
て
税
込
・

送
料
別
）。ご
希
望
の
方
は
本

号
同
封
の
ち
ら
し
を
３
月
８

日
（
月
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

本
会
事
務
局
ま
で
お
申
込
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
レ
セ
コ
ン
普
及
等

に
よ
り
、
２
０
１
４
年
か
ら

薬
価
基
準
早
見
表
の
無
料
配

布
を
中
止
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
薬
価
基
準
早
見
表

を
ご
希
望
の
方
は
ち
ら
し
に

て
ご
購
入
願
い
ま
す
。

患者さん向け患者さん向け
「歯磨き習慣」啓発チラシ「歯磨き習慣」啓発チラシ

のご案内のご案内

チラシURL

http://www.h-hokenikai.com/files/libs/�
3625/202101181301469456.pdf

※�本会ホームページか
らもダウンロードで
きます。

特
別
価
格
で
販
売

特
別
価
格
で
販
売

薬
価
関
連
書
籍
の
ご
案
内

薬
価
関
連
書
籍
の
ご
案
内

【日　時】　３月13日（土）　15時～16時30分
【会　場】　オンライン開催
【講　師】　須田　布美子　氏（弁護士）
【対　象】　会員、会員医療機関職員
【参加費】　無料（お申し込みが必要です）

▼詳細・申込はこちら

　「パワハラ防止法」とも呼ばれる、労働施策総合推進　「パワハラ防止法」とも呼ばれる、労働施策総合推進
法の改正法が2020年６月から施行されています。パワ法の改正法が2020年６月から施行されています。パワ
ハラの防止が事業者の法的義務となるなどの改正が行わハラの防止が事業者の法的義務となるなどの改正が行わ
れており、セミナーでは、改正の内容やハラスメント問れており、セミナーでは、改正の内容やハラスメント問
題についてご講演いただきます。題についてご講演いただきます。

開業医のための実務セミナー【ハラスメント編】開業医のための実務セミナー【ハラスメント編】 ～知っておきたい相続の基礎知識～～知っておきたい相続の基礎知識～

【日　時】　�３月６日（土）　16時～18時�
（リアルタイム配信）

【会　場】　オンライン開催

【講　師】　須 藤 　臣（ファイナンシャルプランナー）

【対　象】　会員およびそのご家族

【参加費】　無料（お申し込みが必要です）

　 ※�録画配信３月10日（水）正午より１週間の期間限定
で配信予定�
視聴方法：後日、本会HPで公開

▼詳細・申込はこちら

ライフプラン講座

　

診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
、

経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

引
き
上
げ
が
必
要
と
の
意
見

が
最
も
多
く
、
中
に
は
、
国

は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
を
も
っ
と
深
く

考
え
、
医
療
費
抑
制
の
た
め

の
改
定
で
は
な
く
医
療
機
関

が
医
療
提
供
を
継
続
的
に
行

え
る
診
療
報
酬
の
改
定
を
望

む
意
見
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
感
染
予
防

具
等
の
価
格
高
騰
の
是
正
や

看
護
職
員
の
メ
ン
タ
ル
不
全

対
策
の
必
要
性
を
訴
え
る
意

見
や
、
国
や
自
治
体
に
よ
る

減
収
補
填
対
策
を
求
め
る
声

の
ほ
か
「
１
月
２
日
当
番
病

院
の
外
来
は
39
名
、
３
年
前

な
ら
１
０
０
名
以
上
が
来
院

し
た
」
と
依
然
と
し
て
患
者

の
受
診
控
え
が
続
い
て
い
る

こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

本
調
査
か
ら
「
緊
急
事
態

宣
言
」
の
有
無
や
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
患
者
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ

ら
ず
、
多
く
の
病
院
が
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
外
来
や

入
退
院
等
患
者
の
動
き
も
含

め
平
常
時
と
は
明
ら
か
に
異

な
る
診
療
状
況
か
ら
、
通
常

の
施
設
基
準
の
維
持
に
は
限

界
が
あ
り
、
厳
密
な
基
準
の

適
用
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

厚
労
省
は
、
臨
時
的
な
取
扱

い
と
し
て
の
施
設
基
準
の
特

例
措
置
の
さ
ら
な
る
拡
大
や

継
続
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

まま  

とと  

めめ
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医
者
を
続
け
て
こ
れ
た
　

　
　
　
気
分
転
換
の
秘
訣

理
事
会
だ
よ
り

及
能　

義
広 

先
生

11
月
19
日
ご
逝
去（
61
歳
）

古
野　

健
兒 

先
生

12
月
22
日
ご
逝
去（
68
歳
）

官
尾　

邦
康 

先
生

１
月
７
日
ご
逝
去（
82
歳
）

■
第
９
回
理
事
会

日
時　

12
月
22
日（
火
）

場
所　

�

本
会
会
議
室
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
）

協
議
事
項

①�

１
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

保
団
連
第
１
回
代
議
員
会

へ
の
発
言
通
告
に
つ
い
て

③�
北
海
道
保
険
医
会
代
議
員

及
び
予
備
代
議
員
選
挙
の

告
示
に
つ
い
て

④�

保
団
連
医
科
歯
科
学
校
健

診
後
調
査
の
実
施
協
力
に

つ
い
て

⑤�

事
務
機
器
（
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
）
購
入
に
つ
い
て

⑥
そ
の
他

■
第
10
回
理
事
会

日
時　

1
月
26
日
（
火
）

場
所　

�

本
会
会
議
室
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
）

協
議
事
項

①�

２
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

第
９
回
代
議
員
総
会
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

③
そ
の
他

　押印が必要な手続き書類の見直しにより、2020年12月25日付
で医師法施行規則（歯科医師法施行規則）が改正され、死亡診断書
（死体検案書）の取扱いが変更となりました。改正の概要を掲載い
たしますので、ご確認ください。
　なお、今号で取り上げる死亡診断書（死体検案書）だけでなく、
入院診療計画、退院診療計画においても様式の変更により、主治医
氏名の押印欄が削除されています。詳細および対象の様式について
は厚労省HPの「押印を求める手続きの見直し等について」（医政
局所管手続関係）をご覧ください。

〇 法改正内容（医師法施行規則第二十条）
　改正前

　改正後

※�歯科医師が作成する死亡診断書についても、同様に施行規則が改
正されている。

〇 経 過 措 置
　当分の間、従前の様式（記名押印）により作成された書類は、改
正後の書類の様式によるものとみなし、取り繕って使用することが
できる。旧様式を用いて死因等確定・変更報告を行うことは差し支
えない。
※�事務通知「死亡診断書（死体検案書）の押印廃止に係る当面の取
扱いについて」（2021年1月6日）を新聞用に改変

※�上記通知では「市区町村は、署名ではなく記名押印がされた死亡
診断書（死体検案書）が提出された場合は、記名された医師又は
歯科医師に連絡し、記名押印ではなく必ず署名（電子署名を含む）
によることとなったことについて説明する」としており、事後連
絡が来る可能性があり注意されたい。

　医師は、その交付する死亡診断書又は死体検案書に次に掲げ
る事項を記載し、記名押印又は署名をしなければならない。

　医師は、その交付する死亡診断書又は死体検案書に次に掲げ
る事項を記載し、署名をしなければならない。

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

〈
12
月
〉

15
日�　
歯
科
出
張
保
険
講
習

会
（
北
海
道
大
学
）

19
日�　
開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー（
経
営
編
）

22
日　

第
９
回
理
事
会

〈
１
月
〉

16
日　

医
療
法
人
セ
ミ
ナ
ー

26
日　

第
10
回
理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

明治　昭和

大正　平成　令和

　

令和

平成

昭和

1 病死及び自然死

12 不詳の死

母の生年月日 前回までの妊娠の結果

令和

 上記のとおり診断（検案）する

番地

番　　　　　　　号

死亡したところ

及 び そ の 種 別

傷害が
発生し
たとこ
ろ

(死亡したところの種別1～5)

都道

施 設 の 名 称

( イ )( ア ) の 原 因

( ア ) 直 接 死 因

郡　　町村

　外因死

1住居　2工場及び建築現場　3道路　4その他（　　　　　）

手
術

主要所見

手術年月日 年　月　日

部位及び主要所見

死亡診断書（死体検案書）

　この死亡診断書（死体検案書）は、我が国の死因統計作成の資料としても用いられます。楷書で、できるだけ詳しく書いてください。

死亡したところの種別 1病院　2診療所　3介護医療院・介護老人保健施設　4助産所　5老人ホーム　6自宅　7その他

番　　　　号

◆Ⅰ欄、Ⅱ欄ともに疾患
の終末期の状態としての
心不全、呼吸不全等は書
かないでください

◆Ⅰ欄では、最も死亡に
影響を与えた傷病名を医
学的因果関係の順番で書
いてください

◆Ⅰ欄の傷病名の記載は
各欄一つにしてください

　ただし、欄が不足する
場合は（エ）欄に残りを
医学的因果関係の順番で
書いてください

Ⅰ

Ⅱ

1無　2有

午前・午後　時　分

　年　　　月　　　日

死 亡 し た と こ ろ
番　地

1男
2女

本診断書(検案書)発行年月日　令和　　年　　月　　日

（氏名）　　　　医師

解
剖

1無　2有

◆伝聞又は推定
情報の場合でも
書いてください

傷害が発生した
とき

手段及び状況

府県

市　　区　

死 因 の 種 類

外 因 死 の
追 加 事 項

診断（検案）年月日　令和　　年　　月　　日

その他特に付言すべきことがら

生 後 １ 年 未 満 で

病 死 し た 場 合 の

追 加 事 項

出生時体重 単胎・多胎の別 妊娠週数

1単胎　　2多胎（ 　子中第　　子） 満　　　週　

（妊娠満22週以後に限る）

年　　月　　日

グラム

妊娠・分娩時における母体の病態又は異状

死産児　　　　　胎　
昭和

1無　2有 3不詳 平成

氏　　　　名

死 亡 の 原 因

( エ )( ウ ) の 原 因

直接には死因に関係
しないがⅠ欄の傷病
経過に影響を及ぼし
た傷病名等

死 亡 し た と き 令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　午前・午後　　　　時　　　　分

生年月日

( ウ )( イ ) の 原 因

傷害が発生した
ところの種別

令和・平成・昭和　　年　　月　　日　午前・午後　　時
分

発病（発症）
又は受傷から
死亡までの期
間
◆年、月、日
等の単位で書
いてください
　ただし、１
日未満の場合
は、時、分等
の単位で書い
てください
（例：１年
３ヵ月、５時
間20分）

出生児　　　　　人　

2 交通事故 3 転倒・転落 4 溺水 5 煙、火災及び火焰による傷害

6 窒息 7 中毒 8 その他

病院、診療所、介護医療院若しくは介

護老人保健施設等の名称及び所在地又

は医師の住所

生まれてから30日以内に死亡したと

きは生まれた時刻も書いてください

不慮の外因死

その他及び不詳の外因死 9 自殺 10 他殺 11 その他及び不詳の外因

　 Tel  011- 231- 6281  Fax  011- 231- 6283お申込み・お問合せ 
は事務局まで

死亡診断書の押印

　

治
っ
て
当
た
り
前
の
仕
事

に
つ
い
て
い
る
と
、
お
陰
様

で
こ
ん
な
に
良
く
な
り
ま
し

た
の
一
言
に
救
わ
れ
る
。
し

か
し
時
に
は
恩
を
仇
で
返
す

よ
う
な
無
神
経
な
仕
打
ち
を

受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん

な
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
仕
事
や

っ
て
ら
れ
る
か
と
思
い
な
が

ら
院
長
室
に
籠
る
。
引
き
戸

を
開
け
化
石
標
本
を
手
に
取

る
と
も
う
そ
こ
は
別
世
界
、

心
は
い
き
な
り
次
元
を
超
え

た
白
亜
紀
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
す
る
。
大
地
の
東
西
の
巨

大
プ
レ
ー
ト
の
衝
突
に
よ
っ

て
生
じ
た
北
海
道
の
背
骨
を

構
成
す
る
日
高
変
成
帯
と
神

居
古
潭
変
成
帯
に
沿
っ
て
点

在
す
る
夕
張
、
三
笠
、
芦
別
、

穂
別
、
小
平
、
羽
幌
、
天
塩

中
川
は
世
界
屈
指
の
異
常
巻

き
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石

N
ipponites m

irabilis

の

一
大
産
地
で
あ
り
北
海
道
を

開
発
・
発
展
に
導
い
た
石
炭

の
産
地
で
も
あ
る
。
そ
も
そ

も
ニ
ッ
ポ
ニ
テ
ス
化
石
に
の

め
り
込
ん
だ
き
っ
か
け
で
あ

り
、
日
本
地
質
学
会
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
も
な
っ
て
い
る

N
ipponites

の
化
石
は
世

界
中
で
殆
ん
ど
北
海
道
で
し

か
取
れ
な
い
と
聞
か
さ
れ
驚

愕
し
た
。
北
海
道
に
住
ん
で

い
る
の
に
知
ら
な
か
っ
た
自

分
の
無
知
を
恥
じ
た
。
そ
こ

か
ら
勉
強
が
始
ま
っ
た
。
通

常
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
平
面

に
巻
く
が
、
立
体
三
次
元
に

巻
く
北
海
道
産
異
常
巻
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
の
ノ
ス
ト
セ
ラ
ス

科
は
突
起
の
有
無
で
ハ
イ
フ

ァ
ン
ト
セ
ラ
ス
亜
科
と
ノ
ス

ト
セ
ラ
ス
亜
科
に
分
類
さ
れ

ニ
ッ
ポ
ニ
テ
ス
は
後
者
に
属

し
、
９
０
０
０
万
年
か
ら
８

７
０
０
万
年
前
の
白
亜
紀

Turonian

～Coniacian

の
時
代
の
太
古
の
海
に
オ
ー

ム
貝
の
よ
う
に
生
活
し
て
い

た
よ
う
だ
。
ニ
ッ
ポ
ニ
テ
ス

の
最
大
径
は
15
セ
ン
チ
程
で

化
石
と
し
て
は
適
度
な
大
き

さ
で
と
て
も
気
に
入
っ
て
い

る
。

　

北
海
道
の
背
骨
日
高
山
脈

の
東
側
と
西
側
で
は
植
物
相

や
昆
虫
相
も
か
な
り
違
っ
て

い
る
わ
け
は
地
質
学
で
い
う

プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の

概
念
を
理
解
す
る
と
す
っ
き

り
納
得
が
い
く
。
前
述
の
よ

う
に
そ
の
脊
梁
山
脈
に
沿
っ

て
ニ
ッ
ポ
ニ
テ
ス
の
産
地
が

点
在
す
る
。
古
代
の
ロ
マ
ン

を
感
じ
な
が
らN

ipponites 
m

irabilis 

の
化
石
を
眺
め

て
幸
せ
な
気
分
に
浸
っ
て
い

る
と
内
線
電
話
の
騒
が
し
い

音
に
ふ
と
我
に
返
る
。
患
者

さ
ん
お
待
ち
で
す
。�（
菱
川
）

押印欄が削除された →


